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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
町
民
満
足
度

調
査
を
行
う
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
提
案
の
把
握
に
努

め
ま
す
。

　

組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
5
年

4
月
に
基
本
と
な
る
見
直
し
を
し
て
か
ら

13
年
が
経
過
し
、
時
代
に
即
し
た
組
織
体

制
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
2

0
1
7
年
11
月
か
ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
介
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
と
の
情
報

連
携
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
等

が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
行
政
事
務
の
平
準

化
や
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
行
政
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
他
自
治
体
と
の
共
同
化
に
よ
る

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
構
築
に
向
け
協
議
を

進
め
ま
す
。

　

職
員
の
資
質
向
上
と
活
力
あ
る
組
織
の

実
現
に
向
け
て
は
、
昨
年
度
か
ら
導
入
し

た
人
事
評
価
制
度
と
職
員
研
修
の
充
実
を

図
り
、
職
員
の
主
体
的
な
職
務
遂
行
や
自

己
啓
発
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
町
職
員
の
確
保
が
困
難

な
状
況
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的

な
人
事
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
企

業
等
の
社
会
人
経
験
者
の
採
用
と
、
地
方

公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
臨
時
・
非
常
勤
職

員
の
適
正
な
任
用
・
勤
務
条
件
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、

り
を
目
指
す
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
の
計

画
的
な
改
修
や
修
繕
を
行
い
、
施
設
の
維

持
・
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
度
か
ら
施
策
を
展
開
し
て

き
た『
厚
岸
町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
評
価

・
点
検
を
行
い
、
移
住
・
定
住
の
促
進
と

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
新
た
に
採

用
す
る
な
ど
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け

た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

本
年
度
か
ら
新
た
な
総
合
計
画
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。
ま

ず
は
現
計
画
で
あ
る
『
第
5
期
厚
岸
町
総

合
計
画
』
の
検
証
を
し
っ
か
り
と
行
い
つ

つ
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
町
民
参
加
の

に
策
定
し
た『
厚
岸
町
教
育
大
綱
』は
、
本

町
の
教
育
行
政
の
指
針
で
あ
り
、
こ
の
教

育
大
綱
に
掲
げ
る
基
本
指
針
の
達
成
の
た

め
、
教
育
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

施
策
を
実
行
し
、
よ
り
一
層
、
教
育
の
充

実
と
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
関
係
の
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
1
台
と
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
調
理
機
器
の
一
部
を
更
新
す
る
ほ
か
、

教
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
湾
月
地
区
の
1

棟
を
改
修
し
ま
す
。

　

就
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒

の
個
人
所
有
と
な
る
も
の
以
外
の
学
校
教

材
購
入
費
を
全
額
公
費
で
負
担
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
修
学
旅
行
経
費
の
半
額
を

助
成
し
ま
す
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童

生
徒
の
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

支
給
費
目
を
拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
へ
通
学
す

る
生
徒
へ
の
通
学
費
の
一
部
助
成
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
宮
園
公
園
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
棟
と
休
憩
舎
の
改

修
を
行
う
ほ
か
、
温
水
プ
ー
ル
の
外
壁
改

修
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま

す
。み

ん
な
で
つ
く
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
連
帯
感
に

あ
ふ
れ
た
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
づ
く

そ
の
基
本
と
な
る
地
方
財
政
計
画
は
、
前

年
度
と
の
比
較
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
2
・
0
%
の
減
、
交
付
税
の

振
替
と
な
る
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
1
・
5
%
の
減
と
な
る
一
方
で
、
こ
の

減
収
分
は
地
方
税
や
地
方
譲
与
税
等
が
増

収
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
し
、
地
方
が

安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
一
般
財
源

総
額
を
確
保
し
た
と
す
る
内
容
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
の

一
般
会
計
予
算
案
は
、
約
94
億
6
8
0
0

万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
7
・
3
％
、

約
6
億
4
2
0
0
万
円
の
増
で
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
町
税
で
は
昨
年

に
引
き
続
き
好
調
な
収
入
を
見
込
め
る
と

し
て
、
前
年
度
よ
り
も
約
2
3
0
0
万
円

増
の
約
10
億
4
2
0
0
万
円
を
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
は
、
前
年
度
見
込
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道
東
文
化
発
祥
の
地
と
し
て
長
い
歴
史
を

誇
る
ま
ち
で
す
。
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な

自
然
や
食
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
魅
力
に
満

ち
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
素

晴
ら
し
い
厚
岸
町
を
築
き
上
げ
て
き
た
先

人
の
不
屈
の
精
神
は
、
我
々
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。『
北
海
道
』の
名
付

け
親
で
あ
る
幕
末
の
北
方
探
検
家
『
松
浦

武
四
郎
翁
』
は
、
我
が
町
、
厚
岸
の
地
に

も
、
三
度
訪
れ
て
い
ま
す
。
書
き
残
さ
れ

た
史
料
に
は
、『
ア
ッ
ケ
シ
』の
素
晴
ら
し

い
風
景
や
ア
イ
ヌ
の
人
達
の
暮
ら
し
ぶ
り
、

カ
キ
や
コ
ン
ブ
、
サ
ケ
・
マ
ス
と
い
っ
た

多
く
の
産
物
の
ほ
か
、
厚
岸
町
と
山
形
県

村
山
市
と
の
友
好
都
市
の
縁
と
な
っ
た
最

上
徳
内
翁
が
創
建
し
た
神
明
宮
、
現
厚
岸

神
社
の
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
浦
武
四
郎
翁
は
、
長
い
道
の
り
の
中
で

幾
多
の
苦
難
や
試
練
に
直
面
し
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
、
蝦
夷
地
、
そ
し
て
北
海
道
の

現
状
を
伝
え
続
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
武

四
郎
翁
は『
ア
ッ
ケ
シ
』の
地
に
立
ち
、
何

を
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

厚
岸
町
に
は
、
依
然
と
し
て
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
怯
む
こ
と
な

く
立
ち
向
か
い
、
自
ら
の
手
で
明
る
い
未

来
に
つ
な
が
る
扉
を
開
く
こ
と
が
で
き
る

と
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
町
議
会
議
員

の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

2
0
1
8
年
度
の
町
政
執
行
に
当
た
っ
て

の
、
私
の
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
地
方
財
政
計

画
を
よ
り
一
層
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
環
境
の
中
、
財
政
健

全
化
へ
の
取
り
組
み
を
今
後
に
お
い
て
も

緩
め
る
こ
と
な
く
継
続
し
、
『
第
5
期
厚

岸
町
総
合
計
画
・
後
期
行
動
計
画
』
お
よ

び『
厚
岸
町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』に
掲
げ

た
各
種
施
策
を
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

安
定
的
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
推
進

し
ま
す
。

む
す
び

　

本
年
は
『
蝦
夷
地
』
か
ら
『
北
海
道
』
と

命
名
さ
れ
て
か
ら
1
5
0
年
目
の
節
目
の

年
で
あ
り
ま
す
が
、
厚
岸
町
は
江
戸
時
代

前
期
よ
り
東
北
海
道
で
最
も
早
く
開
け
、

東
北
海
道
開
拓
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た

み
を
勘
案
し
、
1
億
円
増
の
2
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
交
付
税
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
単
位
費
用
や
本
町
独
自

の
基
礎
数
値
等
に
よ
り
交
付
税
額
を
算
定

し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
前
年
度
よ
り
も
約
6

2
0
0
万
円
減
の
約
32
億
9
5
0
0
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
年
度
内

に
お
け
る
補
正
財
源
を
確
保
し
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
と
予
算
執
行
に
支
障
が
な
い
よ
う

対
応
し
た
も
の
で
す
。
臨
時
財
政
対
策
債

は
、
国
が
示
す
伸
び
率
に
よ
る
試
算
を
踏

ま
え
、
前
年
度
よ
り
も
約
2
7
0
0
万
円

減
の
約
2
億
1
1
0
0
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
、
義
務
的
経
費
の

人
件
費
で
は
、
前
年
度
よ
り
も
約
5
8
0

0
万
円
減
の
約
15
億
4
9
0
0
万
円
、
扶

助
費
は
約
1
8
0
0
万
円
増
の
約
5
億
4

6
0
0
万
円
、
公
債
費
は
長
期
債
の
償
還

利
子
の
減
に
よ
り
約
1
3
0
0
万
円
減
の

約
10
億
5
8
0
0
万
円
で
す
。
投
資
的
経

費
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
と
農
業
の

振
興
事
業
の
ほ
か
、
子
育
て
環
境
の
充
実

と
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

防
災
対
策
事
業
を
行
う
と
し
て
、
約
6
億

4
0
0
万
円
増
の
約
27
億
9
0
0
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
等
は
合
計
で
約

11
億
1
4
0
0
万
円
を
計
上
し
、
一
般
会

計
と
6
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
2
つ
の
企

業
会
計
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
案
の
合
計

で
は
、
約
1
4
8
億
3
5
0
0
万
円
で
、

前
年
度
に
比
較
し
て
3
・
2
％
、
約
4
億

5
6
0
0
万
円
の
増
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歳
入
と
歳
出
の
見
通
し
の

中
、
一
般
会
計
の
収
支
不
足
額
は
、
前
年

度
よ
り
も
約
6
6
0
0
万
円
増
の
約
7
億

5
6
0
0
万
円
と
な
り
、
同
額
を
基
金
か

ら
取
り
崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
基
金
残
高
の
確
保
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
取
り
崩
し
た
基
金
を
年
度
内

に
可
能
な
限
り
積
み
戻
す
た
め
の
財
源
を

確
保
し
、
対
応
し
ま
す
。

　

国
は
地
方
が
必
要
と
す
る
一
般
財
源
総

額
の
確
保
は
2
0
1
8
年
度
ま
で
と
し
、

一
方
で
は
地
方
の
基
金
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
地
方
財
政
は
余
裕
が
あ
る
と
の
認
識

を
も
と
に
地
方
財
政
計
画
を
見
直
す
と
し

お
う

も

が
み
と
く
な
い
お
う

し
ん
め
い
ぐ
う

え

ぞ

ち

ひ
る


